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中学生体験入学を終えて
10月20日（金）
本校による「中学生体験入学」が10月20日（金）に無事

終了しました。管内48校、道内28校、道外9校の中学校か
ら298名の生徒、163名の保護者が参加しました。
参加生徒は全体説明の後に、各学科の特徴をいかした実習

を体験しました。体験に参加した中学生は、「トラクターの
運転は初めてだったけど、思っていたよりも上手く運転でき
た」「近くで豚を見たのは初めてだけど、思っていたよりも
かわいかった」「はじめはチェンソーの操作が怖かったけど、
先輩が丁寧に教えてくれたので上手くいった」と話していま
した。その後、学科の体験を終えた生徒は、希望する部活動
の見学に参加し、真剣な眼差しで練習風景を見たり、練習に
参加しました。
すべての体験

を終えた生徒は、
充実した様子で
保護者とともに
学校を後にしま
した。この取組
が、本校の教育
活動の理解と中
学生の進路選択
の一助になるこ
とを願っていま
す。

農業クラブ食彩フェア
１０月６日（金）
第13回「農業高校食彩フェア」が10月7日（土）、イ

トーヨーカドー帯広店にて開催されました。帯広農業高校、
更別農業高校、士幌高校、清水高校の4校が合同で参加し、
本校からは農業科学科、酪農科学科、食品科学科、森林科
学科の生徒63名が参加しました。農業科学科では実習で栽
培したジャガイモやカボチャ、ハクサイ、キャベツといっ
た農産物を「いらっしゃいませ」「ありがとうございまし
た」といったかけ声ともに笑顔で販売を行いました。食品
科学科ではトマトジュースやパウンドケーキ、飲むヨーグ
ルト、ハムといった畜産物、加工品を前日の試食学習会を
もとに販売し、午前中には、ほぼ販売商品が無くなる賑わ
いとなりました。また、酪農科学科では、鶏卵の販売、森
林科学科ではキーホルダーなど木工製品の製作体験を実施
し、小さな子ど
もたちにも好評
でした。この取
組をとおして、
本校の教育内容
が地域の方に広
まり、子どもた
ちが将来のスペ
シャリストとし
て成長していく
ことを願ってい
ます。

１０月のトピックス

１１月の主な行事予定

２日（水）１年進路ガイダンス（４ｈ）
６日（月）２年見学旅行代休（～７日）、１Ｃ高大連携①
８日（水）３Ｄ酪農大岡本先生講演会（5・6ｈ）

２Ｆ林業就業支援講習
９日（木）生徒会認証式・賞状披露、定時制４年登校
10日（金）１Ｄ高大連携①
11日（土）農業高校「食彩フェアin Tokyo」(～12日)

北海道新規就農フェア、森林の仕事ガイダンス
13日（月）１Ｃ高大連携②
14日（火）実績発表大会学科予選(～17日)

15日（水）進学外部ガイダンス、育成寮外食会
３Ｄ酪農大泉先生講演会（5・6ｈ）

16日（木）２年進路ガイダンス（３ｈ）
Ｄ科東農大平山先生講演会（5・6ｈ）

17日（金）１Ｄ高大連携②、１Ａビート資料館視察
20日（月）Ｄ科社浦獣医講演会（3・4ｈ）
22日（金）公務員ガイダンス

高P連十勝大会第１回実行委員会
28日（火）後期中間考査①、ＰＴＡ視察研修
29日（火）後期中間考査②
30日（水）後期中間考査③（～１日）

後期がスタートして１か月になります。野球部は全道大会で道栄高校に惜敗しましたが、春季大会につ
ながる試合をしてくれました。
愛媛国体で陸上部の真野君、久保田さん、馬術部の伊藤君、全国入賞おめでとうございます。日頃の練

習の成果を発揮し、帯農魂を全国にアピールできた入賞であり、栄誉をたたえたいと思います。
また、農業クラブ全国大会（岡山大会）に参加して、鑑定競技の伊藤颯太君と村田千佳さんの入賞は立

派でした。北海道として、平成２２年から全国最優秀賞を取っていませんでしたが、プロジェクトⅠ類で
岩見沢農業が意見発表Ⅰ類で真狩高校が最優秀賞を獲得しました。是非、帯農から次年度、鹿児島大会で
全国の頂点を目指して、日々の学習に取り組んでいただきたいと思います。
先日、札幌で開催されました、道農政部かしわ会の総会に出席してきました。一時期は、クラス全員が

道職員として採用された事もあった帯農の農業土木工学科です。平成２９年度は７名が入会し、頑張っています。ＯＢの皆さんは、
母校の後輩が部活動や農ク活動で頑張っている事を誇りに思い、応援してくれています。１００周年を迎える伝統校の現役高校生
の取り組みに、大きな期待をしています。
体調を整え、健康管理をしながらプロジェクト活動の準備をお願いします。


